
第4学年

2月22日

「国語」学習指導案
(木) 3階B室 9

単元名ことぱをつなげて

単元について

単元

目標

0友だちのことぱをき0かけに,想像を広げて,

0できた詩を読み合って,おもしろさに気づき,

本クラスは,4月入学1名,9月入学3名,計4名の帰国児童教育学級である。シンガポール,アメリカ,

ベルギーで,4午から6年問近く過ごし,現地では,現地校またはインターナショナルスクールに通い,

話す言語はいずれも英語であった。日本での学佼生活はみな初めての経験である。どの子も日常会話は

さほど困らないが,時には日オ精吾での表し方が思い浮かぱずことぱに詰まってしまったり,英語まじり

の会話になってしま0たりすることがある。学習でも,自分の寺えをまとめたり話したりするのに,こ

とぱの少なさから難しさを感じる場面もあり,語奨力をつけることは大きな課題のーつである。そのた

めに個人では,漢字の学習でその漢字を使ったことぱを集め,意味や使い方のわからないことぱの意味

を辞書で調べる,そのことぱを使って文を作るなどを毎日の家庭学習で枝み重ねている。また,教室で

は,ことば遊び歌や「のはらうた」をはじめとする詩の音読,その替え歌づくり,様子を表すことぱや

気持ちを表すことぱに注目して集めるなど,ことぱを耕し広げる学習を続けている。今回は,感じ方や

老え方の違う4人が恊働してーつの詩を作る「連詩づくり」という活動を設定した。 4人で連詩をつく

る過程で,友達の書いたことぱや表呪の中に,一人では思いつかないような表現や想像力の広がりに気

づき,そこからさらに自分の想像を広げて,よりふさわしいことばを吟味しながらことぱをつなげると

いう作業を経験してほしいとぢえた。その活動を通Lて,子どもがことぱへの感度をみがいていくこと

を期待している。また,できあがった詩を読んで話し合う場面では,お互いの表現の工夫やおもしろさ

を見つけて適切に伝え合い,友逹と学ぶ楽しさを昧わってほしいと老えている。

00~9 40

4人でことばをつなげて述詩を作る。

互いに伝え合う。

授業者横内智子

3 学習指導計画(4時間目/全5時間)

(1)連詩の特徴を知り,クラス4人でことぱをつないでーつの連詩を作ってみる。

(2)詩に表したい題材を考え,それから連想できることぱや表現,出来事を老えて謹造出す。

(3)ことぱをつなげて連詩を作る。

1行書いたら次の人が書K,を繰り返Lて,4人でーつの詩を作り,

する。

・数行の連をつなげて,4人でーつの詩を作り,できた詩を読み合って,交流する。

(4)速詩のおもしろさについて,気づいたことをまとめる。

4 本時の学習について

(1)本時のねらい

4人で作った連詩を読み合って,おもしろいと思ったことぱや表現に気づき,伝え合う。

(2)予想される本時の展開

前時に作った速詩を発表し合う。

ーつひとつの連詩を読み合って,交流する。

主な学習活動と子どもの姿

3 本時を振り返る。

できた詩を読み合うて交流
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(1時n恥
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a削邦励

0それぞれの詩の題名を決めた人力蒔涜む。

0書いた人の工夫や,おもしろいことぱ・表現に

気づき,それを伝え合う。

0ことぱとことぱのつながりから,書いた人がど

のように想像を広げたのかを芳えさせたい。

0前時の振り返りと比べる。
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